
С.Төмөр-Очир,Профессор, д-рОберлэйн ИС Т.Цэнд-Аюуш  Д-рХангай ДС

Отгонбаяр,Гандантэгчинлэн хийд

第Ⅰ分科会（第7会議室） 第Ⅱ分科会（第6会議室）

第Ⅰセッション 第Ⅰセッション

10:25～10:50　　С.Отгонжаргал（Ph.D）МУИС ШУС НУС 10:25～10:50　　Д.Эрдэнэбаатар（Prof.Dr.Улаанбаатар ИС）

“Монгол Ардчилсан Үндсэн Хууль боловсруулж байсан түүхээс” Culture of the Xiongnu

10:50～11:15　　SARANTUYAA　（東京大学大学院　博士課程） 10:50～11:15　　BAO・BAO　HAI　（青海師範大学・東京外国語大学）

11:15～11:40　　T・ALTANBAGANA（千葉大学大学院　博士課程） 11:15～11:40　　SAIN　KHOBITU（神奈川大学大学院　博士課程）

11:40～12:05　　Т.Цэцэгжаргал（ Токио Mongolia） 11:40～12:05　　HUSLENG　（名古屋大学大学院　博士課程）

内モンゴルにおけるマイノリティー教育と混用語の考察

12:05～13:30　　　昼休み 12:05～13:30　　　昼休み

第Ⅱセッション 第Ⅱセッション

13:30～13:55　　GENDUNASAR（神奈川大学大学院　博士課程） 13:30～13:55　　NABUCHI（内蒙古民族大学）

中華人民共和国モンゴル医療政策の歴史的概況について

13:55～14:20　　WANG MEI HUA（青海民族大学） 13:55～14:20　　BAI CHARISU（静岡大学）

14:20～14:45　　ULAAN （内蒙古民族大学） 14:20～14:45　　SARANGUWA （株式会社　カイクリエイツ）

14:45～14:50　小休憩 14:45～14:50　小休憩

14:50～15:15　　YING　TAO（ULAAN）（神奈川大学大学院　博士課程） 14:50～15:15　　ZHANG　GUWA（神奈川大学大学院）

15:15～15:40　　HONG　MEI 15:15～15:40　　BAO　SHUANG　YUE（東北大学　博士課程）

“Монгол уншлагын ая дан”

15:40～16:05 　　IKEDA　TATEO（千葉大学　特別研究員） 15:40～16:05　　　MONGOLJINHUU　（東京学芸大学・博士課程）

モンゴルジン地域におけるホウリ－ン・ウリゲルの研究

16:05～16:15　　休憩 16:05～16:15　　休憩

第Ⅲセッション

16:15～16:40　　 J ・BATIREEDUI (МУИС)

16:40～17:05　　BALDAN BAZAROV   （RUSSIA）

“Итгэлт Хамбын тухай”

17:05～17:30　　CHOLMON  （TILA）

モンゴル・日本文化交流百年間におけるモンゴル人教師の役割

17:30～17:40 　小休憩

17:40～18:20　　分科会のまとめ 主催団体：
日本モンゴル文化学会

18:30 ～～～閉会　　記念写真撮影　　ゆいの森荒川図書館見学 モンゴル研究民族アカデミー

19:00～～～～懇親会【京成線、千代田線、都電荒川線　町屋駅近くで、参加者一人4,000円】 令和元年五月一日　吉日

第7会議室へ移動

「記憶の場」　としてのナーダム

チベット仏教がジャライド旗のモンゴル民族
文化に与えた影響

内モンゴルにおけるラマ廟の復興とその社会的機能
―フレー旗三大寺を事例として―

内モンゴル東部地域における農業と牧畜業の複合実態
―通遼市ホルチン左翼中旗を事例として―

内モンゴルにおける仏教民俗に関する一考察
―トメットモンゴル地域を中心に―

モンゴル族シャーマン・ボーの現況とその性格
―中国・内モンゴルホルチン地域を事例として

“Монголчуудын бий биелэгийн соёлыг хэлний гарвалын үүднээс тайлбарлах нь

18dugar jagun-u mongol teuhen bichig

Altan Khurdun Mingan Khegesutu-yin teuhen barimta-yin une chene

モンゴル国におけるシャーマニズムとエスニシティ的現象に関する考察―

―フブスグル県ツァガンノール・ソムを事例に

シャーマンの病気治療におけるシャーマンとクライアントの痛みと対処方法
―内モンゴル・ホルチン地域を事例に

モンゴル研究の新時代・新力量・新探究
令和元年東京国際シンポジウム

日時：2019年（令和元年）5月12日（日）　9:00～
場所：東京都荒川区民会館　【サンパール荒川】　5F

9:00～9:25　開会式

9:25～10:15　　　基調講演

ある医師の日本と中国
―善隣協会包頭医院・近田医師の戦中、戦後の軌跡

1920年代における内モンゴル知識人の民族意識

―アルタンオチルと『内蒙古』一書を中心に―

満洲国時代における内モンゴルの近代文芸の発展過程
―満映協会と内モンゴルの歌舞団の関係を中心に―

モンゴル人の拝火信仰
―民族誌における現代的事例から―

“Монголын өнөөгийн боловсролыг дэлхийн тэргүүний хөгжилтэй орнуудын  боловсролтой харьцуулсан судалгааны зарим дүгнэлт

“Бурхан багш төрөлх нутаг нь бошго үзүүлэн ном айлдсан нь”


